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▲ 2次 礫層面の状況

▲11次 集石土坑

▲11次 焼土坑 1

Ⅱ。調査のオ既要

(1)第 2次調査 (1982.8.9～ 12.1)

鎌倉～室町時代の遺構面の下位には、

無遺物の砂礫層があり、その下面から厚

さ10～ 60c14の縄文時代早期遺物包含層が

検出された。包含層中には、多量 (コ ン

テナー約30箱分)の押型文土器が含まれ

ていた。石器では、有舌尖頭器 2点が伴

出したのをはじめ、顕著な出土を見た。

そのほかでは、土偶が 2点発見された。

押型文土器に伴う土偶の例としては、全

国で初例であった。包含層の下面には礫

層があり、凹んだところに集中してみら

れるところから、礫上面に何らかの居住

施設があったのではないかと推定され

た。

(2)第 11次調査 (1987.10.1～ 11.16)

縄文時代早期の集石土坑1基 と焼土坑

3基、土坑7基 を検出。集石土坑から約

2m離れた地点に焼土坑があり、土坑側
面の焼痕の存否から、調理の場と石を焼

く場との違いが認められた。遺構面を覆

う包含層から押型文土器や石器が出上し

たが、中世期以降にかなり削平されてい

た。またH次の遺構面と2次調査地との

比高は約 3mあ ることから、11次調査地

周辺が居住域であり、谷への傾斜面に多

量の土器が埋没 していたことが判明し

た。小土偶が 1ソ点出土。

(3)第 13次調査 (1988,9.1～ 89,3.25)

2次とH次の中間にあたる。包含層は

部分的に存在するのみであった。押型文

土器および有舌尖頭器が 2点出土。包含

層は谷状をなしていた。

|

-8-

▲13次 早期の遺物包含層



X-146657

11次検出の集石土坑

長径96cm、 短径85cm、 深さ33側の楕

円形を呈する土坑の中に200イ固以上の

石が集積していた。土坑断面は緩やか

なすり鉢状をなす。石は生駒山地で産

する自然石である。集積の状態として

は、上面はややまばらで土坑の底面に

近づくにつれて密に集積していた。ま

た土坑底面には、人頭大の石が平坦面

をなすように据えられていたが、上～

中位面には、集積の規則性は認められ

なかった。石は、かなりの焼痕があり、

黒ずんだり、1片Bく なって割れているの

が多かった (図のアミロの礫)。

Y=-32 116

XF-146 660 (」S〔2)

焼土坑 1

(」S〔4)

(」 SK-5)

(」SK… 12)

(」 SK-6) (」 S〔 8)

X=-146 665

(」SK―フ)
土坑群

土坑8

(」SK-10)

o      1      2      2      4m

Y‐-32 111

A

↑

TP=324m

集石土坑

(」 S〔 1)

(」SK-9)

▲集石土坑実測図

40cm

′  Y=-32 111

土坑 1

⑬
土坑2

(」 S摩3)

♂ 焼土坑2

(」S〔11)
Y -32 105

上坑3

上坑3

土坑 6

土坑 5

土坑7

土坑4

▲第11次調査検出縄文時代早期遺構平面図(ア ミロは焼上層を表す)
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Ⅲ.出土遺物

(1)押型文土器

2次調査で多量の押型文土器が出土

している。文様は、神宮寺式の範疇に

収まるネガティブな楕円文を主体とし

ており、ポジティブな楕円文は認めら

れない。これは11次、13次調査も同様

である。また、包含層 (12層)の直上

層である11層で、密接施文する山形文

の土器群が出土しており、これは神宮

寺式に後続する型式と考えられてい

る。

30cm10 20

▲ 押型文土器実測図 (下村晴文 。菅原章太・橋本正幸ほか『神並遺跡‖』1987よ り転載)
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〕

(2)土偶

2次調査で 2点、H次調査で 1

点の上偶が出土した。 2次調査例

はほぼ方形に近く、乳房と胴部の

くびれのみを表現している。11次

例は、 2次例と比べると小型で、

上下端は弧状を帯び、バイオリン

型に近い形態である。

▲11次 土偶 ※実寸大

(3)石器

有舌尖頭器5点 をはじめ、膨

大な量の石器が出土した。器種

には、尖頭器、石鏃、石錐、削

器、掻器、石匙、楔形石器、敲

石、磨石、凹石、砥石がある。

他に、線刻のある礫や局部磨製

の石製品が出上している。これ

らはすべて押型文土器に伴うも

のである。石材は、二上山地域

に分布するサヌカイトである。

▲AAAA 代

▲ 2次 土偶 1

▲ 2次 土偶 2

▲ 2次 有舌尖頭器

▲ 2次ほか 石鏃・石錐・スクレイパー

ｒ
贔
電
缶
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▲13次 有舌尖頭器出土状況
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▲西岡本遺跡の竪穴住居跡(六甲山麓遺跡調査会

「西岡本遺跡発掘調査中間概要2」 (『史料館だよりJ14号.1989よ り))

Ⅳ。まとめ

遺構と遺物について若千の間

題点を記してまとめとしたい。

集石土坑については、検出さ

れた石の状態から、これを調理

の場としての集石炉と見倣して

差し支えないものと思われる。

そこで、近畿地方を中心として

現在まで確認されている集石炉

を例示的に掲げた (下図参照)。

今これらを形態上から分類する9°

の

0

0 と

9

0

O②

ヽ
　

一生

　

Ⅱ

土坑を伴わないもの

上坑を伴い、

a 石の配置に規則性のあ

るもの

〇
　
　
。

$

(7

地黄北山 (大阪 )

桐山和国 (奈良 )
大川 (奈良 )

大川 (奈良 )

疹

柏原 (福岡 )

♀        身S        In

神鍋山 (兵庫 ) 大川 (奈良 )

▲西日本の集石炉 (才甲型文土器文化期)集成図 (各報告書より引用、加筆)
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b 規則性のないもの、に大別できる。 I類は平面的に石が集結するものである。尖底の押型

文土器を使った炉跡の可能性が指摘できる。Ⅱa類は石の配置に規則性を持たせることで土坑

の壁面や底面を整えるもので、土坑の上面から底面まで石が充填されることが多い。Ⅱb類で

は土坑の上面や中面にのみ石が集積するものがみられる。

これらの形態分類の他、土坑内での火熱を受けた部位による分類がある。近畿地方では、こ

のほか早期末の条痕文土器に伴う集石炉が大津市石山貝塚から発見されている。集石炉につい

ては、住居との関係が問題となっている。この時期の住居は小屋掛け程度の平地住居の段階か

ら、地面を掘 り凹める竪穴住居に移行しつつあり、炉は屋外に設けられている。例えば奈良県

桐山和田遺跡では、約20基の集石炉が群集した状態で検出されたが、住居は未発見であった。

近畿地方の竪穴住居は、大鼻・坂倉・西出 (三重県)、 大川 (奈良県)、 別宮家野・西岡本

(兵庫県)の各遺跡で見つかっている。また神並遺跡の焼土坑は先述したように、石そのもの

を焼いた施設と考えられ、このような集石炉と焼土坑の位置関係については、静岡県若宮遺

跡・寺林南遺跡に例がある。焼土坑の形状は、本来 ドーム形を呈していた例が散見される。三

重県坂倉遺跡で見つかった焼土坑はその好例である。

遺物について触れておく。神並遺跡で出土した押型文土器は、 2次ロデロl査11層 出土の極 く少量

の葛籠尾崎 正式を除いては、すべて神宮寺式のみであつて、その意味では、神宮寺の単純、標

式遺跡といえるのである。一方、神宮寺式土器の標識遺跡である交野市神宮寺遺跡では、従来

知られていたネガテイブ楕円文のほか、黄島式や高山寺式の土器、表裏に条痕を施した土器な

どが見つかっている。また、神宮寺式に先行する大川式土器は近年三重県で出土例が相次いで

いる。亀山市大鼻遺跡は、台地南縁に立地し、竪穴住居 7棟、焼土坑16基が検出された。出土

簸
一
ぜ

彎

彎

●

鶴

▲西出遺跡の押型文土器 (二重県埋蔵文化財センター提供)
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▲神宮寺遺跡の押型文土器(交野市教育委員会提供)

土器は200片以上を数え、大川式の古相を示す土器群 (大鼻式)がある。河岸段丘上に立地す
る安芸郡美里村西出遺跡は竪穴住居20棟以上、焼土坑 3基が発見され、3000片以上の土器が出

上した。土器の時期は大川式の新しい段階、神宮寺式併行、高山寺式と多岐に亘っている。

土器の量に比べて石器が非常に少量である点が特色である。押型文土器に伴う土偶は、神並

遺跡で 3個、大鼻遺跡で1個発見されている。関東地方の撚糸文土器に伴う土偶と同じく、手

足がなく、乳房と胴のくびれを表象しているなど、共通点が多く窺われる。神並遺跡の石器は

旧石器から車創期にかけてのものが多く出土している。遺構、遺物の問題についてはH次調査

地周辺の継続的な調査によって明らかになっていくものと思われる。(1992年稿了)

▲大鼻遺跡の土偶 (二重県埋蔵文化財センター提供)
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